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の悪性伝染病侵入のリスクを最小限に抑えた、衛生管理

を徹底したシステムとなっています。また、健康状態に

常に注意を図るためのウェブカメラ、密集事故防止のた

めのラジオ放送や LED 照明、気温管理のための電動カー

テンや大型ファンなどが設置され、名古屋コーチンが健

康に過ごせるように最大限配慮されていました。 

稲垣種鶏場では、雌鶏のみを扱い、肉の味が増す産卵開

始期までじっくり育てるため、飼育期間は 140～160 日（一

般的なブロイラーは 50～60 日）だそうです。この時期には多くの個体が産卵するため、新農場

では、自動集卵ネストシステムを導入し、人が鶏舎内に入らなくても卵を集めることができるよ

うに設計しました。新農場は、雌鶏をじっくり育てるための理想的な環境が揃っています。 

 

 

 

現在は、農場の再編整備中のため孵化業務を休止し、雛を外部か

ら導入する方式に変更しています。雛の数が十分確保できないため、

出荷量が減少して需要に応じられない状況です。これまで出荷して

きた料理店等から「やっぱり稲垣さんのコーチンじゃないとだめだ」

といった声もあり、出荷先全てに一律カットで納品させてもらうよ

う頼み込んだといいます。稲垣種鶏場の名古屋コーチンは、飼料に

は動物性タンパク質を使わない、精肉を冷凍ではなくチルドで販売するなど、利正さんや父利幸

さんがおいしいと感じる商品の実現のため、生産から流通まで徹底した管理をしています。その

味を理解し、納得している顧客がついていたことに改めて感謝するとともに、そういう人たちに

こそ買ってほしいと利正さんは話していました。  
                                      

 

 

一般社団法人名古屋コーチン協会の役員会に出席している利正さんは、生産者のみならず販売

店や料理店等と名古屋コーチンの普及に取り組んでいます。すでに全国区の知名度がある名古屋

コーチンのブランドイメージを維持するとともに、全国に多数ある地鶏ブランドの中で生き残っ

ていくためには、質と量の両方を追求しなければならない・・・。稲垣種鶏場においても、雛を

外部から導入する方式に変更したことから、販売量は最盛期の 60～70％程度にとどまっていま

す。今後、雛の生産を再開するのか、再開するとしたらいつからか、

利正さんの悩みは尽きません。それでも、「出荷量が減ってもつい

てきてくれたお客さんにこれ以上迷惑をかけないように、できるだ

けおいしい名古屋コーチンを提供したい」と強い思いを語ってくれ

ました。今後もおいしい名古屋コーチンを消費者に届け続けてくれ

ると確信しています。 
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自分がおいしいと感じる鶏を、納得してくれる人に 

ブランドを守り、さらに先を見据えて 

オールアウト後、新しい鶏を迎え入れる 
準備のできた鶏舎 

販売日の朝処理し、 
チルドで販売している

直売所の朝の様子 


